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平成18年８月１日現在

（　）内は前月との比較

男性 11,756人 (－２)

女性 13,716人 (+７)

合計 25,472人 (+５)

世帯 11,241世帯  (－１)

人のうごき

国民年金
かわら版

★

※掲載希望のあった方のみ掲載しています。

９月10日
～10月９日健康カレンダー

 日 曜 　行　　　　事 　時　　間 　会　場

９月

 11  月 育児相談 受付10:00～11 :30 健康センター

 　 　 複合健診 受付7:30～8:00 　　〃

 12  火 複合健診 受付7:30～8:00 サンフレッシュ

 13  水 乳児健診(6～7か月児) 受付13 :05～13 :30 健康センター

 13～15 複合健診 受付7:30～8:00 サンフレッシュ

 19 火 母子健康手帳交付(第２子以降) 受付9:00～11 :30 健康センター

 　 　 健康クッキング教室 9:30～13 :30 　　〃

 20 水 成人歯科ブラッシング相談 受付9:00～11 :00 　　〃

 21  木 子育てサロン 10:00～11 :40 　　〃

 25  月 初妊婦講座 受付9:20～9:30 　　〃

 26  火 5歳児歯科健診 受付13 :05～13 :25  　　〃

 27  水 成人歯科ブラッシング相談 受付9:00～11 :00 　　〃

 28 木 2歳児歯科健診 受付13 :05～13 :25  　　〃

 30 土 ヘルスサポーター講座 9:00～14 :00 　　〃

10月

 ２ 月 母子健康手帳交付(第２子以降) 受付9:00～11 :30 健康センター

 ３ 火 乳児健診(3～4か月児) 受付13 :05～13 :30 　　〃

 ４ 水 3歳児健診 受付13 :05～13 :30 　　〃

★ねんきんダイヤル
（年金被保険者）
０５７０-０５-１１６５
（年金を受給している方）
０５７０-０７-１１６５ 問合せ　市民健康課国民年金係 72-1111  内線145

問合せ　健康センター　 72-７１７６
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　65歳から国民年金の老齢基礎年金と厚生年金保険の
老齢厚生年金を受けることになりますが、当分の間、次
のいずれにも該当した65歳未満の方には、老齢厚生年金
が支給されることとなっています。（特別支給の老齢厚
生年金）
60歳以上であること
１年以上の厚生年金保険の被保険者期間があること
老齢基礎年金の資格期間を満たしていること

　なお、昭和16年（女子は昭和21年）４月２日以降生ま
れの方からは、定額部分の老齢厚生年金が２年に１歳ず

つ段階的に引き上げられ、昭和24年（女子は昭和29年）
４月２日以降生まれの方は、65歳前は報酬比例相当の老
齢厚生年金のみの支給です。さらに、この報酬比例相当
の老齢厚生年金についても支給開始年齢が段階的に引き
上げられます。具体的には下の表のとおりです。
　ただし、被保険者でなく、かつ、厚生年金の障害年金
３級以上の障害の状態にある方や厚生年金の加入期間が
44年以上ある方については、現行の特別支給の老齢厚生
年金の年金額に相当する額が支給されます。
　詳しくは、お近くの社会保険事務所までお問い合わせ
ください。
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男子 昭１６．４．１以前生まれ 老齢厚生年金

女子 昭２１．４．１以前生まれ 老齢基礎年金

男子 昭１６．４．２～昭１８．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭２１．４．２～昭２３．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭１８．４．２～昭２０．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭２３．４．２～昭２５．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭２０．４．２～昭２２．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭２５．４．２～昭２７．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭２２．４．２～昭２４．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭２７．４．２～昭２９．４．１ 定額部分 老齢基礎年金

男子 昭２４．４．２～昭２８．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭２９．４．２～昭３３．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭２８．４．２～昭３０．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭３３．４．２～昭３５．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭３０．４．２～昭３２．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭３５．４．２～昭３７．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭３２．４．２～昭３４．４．１ 老齢厚生年金

女子 昭３７．４．２～昭３９．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭３４．４．２～昭３６．４．１ 報酬比例部分 老齢厚生年金

女子 昭３９．４．２～昭４１．４．１ 老齢基礎年金

男子 昭３６．４．２以降 老齢厚生年金

女子 昭４１．４．２以降 老齢基礎年金

６０歳 ６１歳 ６２歳 ６３歳 ６４歳 ６５歳

◆国民年金保険料の免除申請　～継続申請で毎年の申請が不要になります！◆

　継続申請とは、全額免除または若年者納付猶予の承
認を受けられた方が、翌年度以降も引き続き全額免除ま
たは猶予の申請を希望されていた場合に申請書の提出が
不要となる制度です。
　これまで、国民年金保険料の免除申請や若年者納付猶
予の承認を受けるためには、毎年、お住まいの市町村の
窓口へ申請書の提出が必要でした。
　しかし、平成18年度以降、全額免除と若年者納付猶予
に限り、引き続き申請を希望された場合には、改めて申
請書を提出する必要がなくなり、申請手続きの負担が軽
減されることになりました。
　これにより、申請時に翌年度以降も申請を行うことを

あらかじめ希望（申請書の申請者記入欄の「はい」に○
を付けることが必要）されており、保険料全額免除また
は若年者納付猶予が承認された場合には、あらためて申
請を行わなくても、継続して申請があったものとして自
動的に審査が行なわれます。
　ただし、失業若しくは震災、風水害または火災による
損害を受けたことを理由とした全額免除申請及び若年者
納付猶予、若しくは一部納付・学生納付特例の場合は、
毎年の申請が必要となりますので、ご注意ください。
　今年度の継続申請について詳しくは、お近くの社会保
険事務所または、市役所国民年金係までお問い合わせく
ださい。

◆60歳台前半で受ける特別支給の老齢厚生年金◆
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【年金相談】９月20日（水）午前10時～午後３時・市民会館第３会議室


